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第
一
章 

こ
と
ば
と
き
ま
り 

 
 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

１ 
古
語
に
よ
る
表
記
・文
法
（一
、
二
） 

【 
 
 
 
 

 

】 

現
在
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
。 

→(  
 
 
 
 

)

仮
名
遣
い
で
表
記
す
る
。（ 

 
 
 

）
文
法
を
用
い
る
。 

【 
 
 
 
 

 

】 
古
文
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
。(  

 
 
 

)

時
代
中
期
の
言
葉
を
基
準
と
し
て
い
る
。 

→(  
 
 
 
 

)

仮
名
遣
い
で
表
記
す
る
。（ 

 
 
 

）文
法(

古
典
文
法
と
も
い
う)

を
用
い
る
。

２ 

歴
史
的
仮
名
遣
い
と
そ
の
読
み
方
（三
、
四
）

〈
五
十
音
図
〉 

他
に
、
濁
音
の
ガ
、
ザ
、
ダ
、
バ
行
も
あ
る
。 

 

★
大
き
く
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

☆
ワ
行
の
「
イ
」 

 
 

☆
ワ
行
の
「
エ
」 

    

〈歴
史
的
仮
名
遣
い
の
読
み
方
の
原
則
〉 

①
ワ
行
の
「
ゐ
・
ゑ
・
を
」 

 
 
 

→
「 

 

・ 
 

・ 
 

」
と
読
む
。 

 
②
語
頭
以
外
の
ハ
行
「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」 

→
「 

 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
読
む
。 

③
「
ア
・
イ
・
エ
・
オ
段
」
＋
「
う
・
ふ
」 

ア
段(

ａ)

＋
「
う
・
ふ
」(
ｕ) 

→
「
オ
ー
」 

イ
段(

ⅰ
)

＋
「
う
・
ふ
」(

ｕ) 
→
「
ユ
ー
」 

エ
段(

ｅ)

＋
「
う
・
ふ
」(

ｕ) 

→
「
ヨ
ー
」 

オ
段(

ｏ)

＋
「
う
・
ふ
」(

ｕ)
 

→
「
オ
ー
」
と
読
む
。 

 

④
語
頭
以
外
の
「
む
」
→
「 

 

」
と
読
む
。 

 

⑤
「
く
わ
・
ぐ
わ
」
→
「 

 

・ 
 

」
と
読
む
。 

 

⑥
ダ
行
の
「
ぢ
・
づ
」
→
「 

 

・ 
 

」
と
読
む
。 

 

⑦
大
き
い
表
記
の
促
音
「
つ
」
・
拗
音
「
や
・
ゆ
・
よ
」 

→
促
音
「
ッ
」【
や
ぶ
つ
て
→
ヤ
ブ
ッ
テ
】 

→
拗
音
「
ゃ
・
ゅ
・
ょ
」【
ち
ゆ
う
ぐ
う

→
チ
ュ
ウ
グ
ウ

】 

☆
小
さ
い
表
記
と
同
様
に
読
む
。

ワ
行 

ラ
行 

ヤ
行 

マ
行 

ハ
行 

ナ
行 

タ
行 

サ
行 

カ
行 

ア
行 

行 
 

段 

 

ら 

 

ま 

 

な た さ か 

 

ア
段 

 

り 

 

み 

 

に ち し き 

 

イ
段 

 

る 

 

む 

 

ぬ つ す く 

 

ウ
段 

 

れ 

 

め 

 

ね て せ け 

 

エ
段 

 

ろ 

 

も 

 

の と そ こ 

 

オ
段 

１ 



 

 

確
認 

 

一
、 

次
の
文
の
文
体
は
文
語
か
、
口
語
か
。 

① 

昔
、
男
が
い
た
。  

 
 
(
 
 
 
 

 
) 

② 

昔
、
男
あ
り
け
り
。  

( 
 
 
 

 
) 

 

二
、 

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
次
の
語
を
、
現
代
仮
名
遣
い
（ひ
ら
が
な
）に
直
し
な
さ
い
。 

①
こ
ひ(

 
 
 
 

 
) 

 
 
 

②
い
は
く (

 
 
 
 
 
 

)
 
 
 

③
ゑ
み(

 
 
 
 

 
 

) 
 

④
く
ち
を
し ( 

 
 
 
 

) 
 

⑤
こ
ほ
り( 

 
 
 
 
 

) 
 
 

 

三
、 

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
次
の
語
の
読
み
方
（発
音
）に
つ
い
て
、
空
欄
に
適
当
な
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

な
さ
い
。 

 

例 

ど
う
じ(

童
子) 

→ 

ド
ー
ジ 

①
き
ふ
な
り(

急
な
り)

→ 
 
 
 

 
 

ナ
リ 

 
  

②
あ
ふ
ぎ(

扇)

→ 
 
 
 
 
 

ギ 

③
え
う
な
し(

要
無
し)

→ 
 
 
 
 
 

ナ
シ 

 
  

④
ほ
ふ
し(
法
師)

→ 
 
 
 
 
 

シ 

⑤
け
ふ(

今
日) 

→ 
 
 
 
 
 
 

・ 

 

四
、 

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
次
の
語
の
傍
線
部
の
読
み
方
（発
音
）を
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
な
さ
い
。 

①
い
か
む(

行
か
む)

 

〔 
 
 

〕 
 

②
く
わ
し(

菓
子) 

〔 
 
 

〕 

③
あ
づ
き(

小
豆) 

 

〔 
 
 

〕 

 

五
、 

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
次
の
語
を
、
現
代
仮
名
遣
い
（ひ
ら
が
な
）に
直
し
な
さ
い
。 

①
お
つ
て(

追
っ
て) 

〔 
 
 
 
 

 
 

〕 

② 

ち
や
う
ど(

調
度) 

〔 
 
 
 
 
 
 

〕 

          

２ 
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第
二
章 

こ
と
ば
と
単
位 

 
 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

１ 
言
葉
の
単
位
（一
～
四
） 

 
 

ま
と
ま
っ
た
思
想
や
感
情
な
ど
を
表
す
一
続
き
の
言
葉
の
単
位
を
① 

 
 
 

と
い
う
。
文
頭
か
ら
句
点
（
。）

ま
で
を
一
つ
の
①
と
す
る
。
文
章
は
、
一
つ
以
上
の
①
か
ら
で
き
て
い
る
。
文
を
意
味
や
発
音
の
上
で
、
不
自

然
で
な
い
程
度
に
で
き
る
だ
け
小
さ
く
区
切
っ
た
言
葉
の
単
位
を
② 

 
 

 
 

 

と
い
い
、
一
つ
以
上
の 

③ 
 

 
 

 
 

か
ら
で
き
て
い
る
。
③
と
は
、
②
を
さ
ら
に
小
さ
く
句
切
っ
た
言
葉
の
最
小
の
単
位
で
あ
る
。 

 
 
 

《例
》 

我
ら
、
水
の
上
に
遊
び
つ
つ
魚
を
食
ふ
。 

 

２ 

文
節
の
種
類
（三
、
五
） 

「
風 

吹
く
。
」 

 

《
何
が
》
を
表
す
「
風
」
の
部
分
を
① 

 
 

 

語(

部)

と
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

《
ど
う
す
る
・
ど
ん
な
だ
・
何
だ
》
を
表
す
「
吹
く
。
」
の
部
分
を 

② 
 

 
 

語(

部)
 

と
い
う
。 

「
白
き 

波
が 

寄
す
。
」 

 
 

「
白
き
」
は
直
後
の
「
波
が
」
の
「
波
」（
名
詞
（
体
言
））
を
修
飾
し
て
い
る
の
で
、 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

③ 
 

 
 
 
 
 
 
 

語(

部)
 

で
あ
る
。 

「み
の
虫 

い
と 

あ
は
れ
な
り
。
」 

 
 

「
い
と
」
は
直
後
の
「
あ
は
れ
な
り
」（
形
容
動
詞
（
用
言
）
）
を
修
飾
し
て
い
る
の
で
、 

④ 
 

 
 
 
 
 
 
 

語(

部)
 

で
あ
る
。 

「
行
け
ど
も 

え
あ
は
で 

帰
り
け
り
。
さ
て 

詠
め
る
。
」  

 
 
 

「
さ
て
」
は
前
後
の
文
や
、
文
節
を
つ
な
ぐ
役
割
を
す
る
の
で
、
⑤ 

 
 

 
語(
部)

 

で
あ
る
。 

「あ
な 

め
で
た
や
。
」 

「
あ
な
」
は
他
の
文
節
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
部
分
な
の
で
、
⑥ 

 
 
 

語(
部)

 
で
あ
る
。 

 

《例
》 

我
ら
、
水
の
上
に
遊
び
つ
つ
魚
を
食
ふ
。 

 

３ 

単
語
の
働
き
（四
、
P10
補
足
） 

単
語
に
は
二
種
類
あ
り
、
単
独
で
一
つ
の
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
単
語
を
① 

 
 
 

 

語
と
い
い
、
そ
の

単
語
だ
け
で
は
一
つ
の
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
①
の
下
に
付
属
し
て
文
節
に
含
ま
れ
る
単
語
を 

 
 
 
 

② 
 

 
 

 

語
と
い
う
。 

「
咲
く
」
と
い
う
語
が
、
「
咲
か
ず
」「
咲
き
て
」「
咲
く
。
」「
咲
く
時
」「
咲
け
ど
も
」「
咲
け
。
」
と
、
用
い

方
に
よ
っ
て
語
の
形
が
変
化
す
る
こ
と
を
③ 

 
 
 

が
あ
る
と
い
う
。 

 

《例
》 

我
ら
、
水
の
上
に
遊
び
つ
つ
魚
を
食
ふ
。 

 

３ 



 

 

確
認 

 

一
、
次
の
傍
線
部
の
文
節
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。 

① 

昔
ａ
男
ｂ
あ
り
け
り
。 

 
 
 
 

  
(

ａ 
 
 

 
 
 
 

 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

②
ａ
小
さ
き
も
の
は
み
な
ｂ
う
つ
く
し
。 

(

ａ 
 
 
 
 

 
 
 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

③
ａ
あ
な
や
、
雨
ぞ
ｂ
い
み
じ
く

※

激

し

く

降
る
。 

(

ａ 
 
 
 
 

 
 
 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
、
次
の
一
文
に
「
一
」を
書
き
込
み
、
文
節
に
分
け
な
さ
い
。
ま
た
、
文
節
の
数
を
答
え
な
さ
い
。 

①
昔
男
あ
り
け
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 
 
 
 
 

 
) 

②
小
さ
き
も
の
は
み
な
う
つ
く
し
。 

 
 

 
( 

 
 
 
 

 
) 

 

三
、
次
の
一
文
に
「
一
」を
書
き
込
み
、
単
語
に
分
け
な
さ
い
。
ま
た
、
単
語
の
数
を
答
え
な
さ
い
。 

①
昔
男
あ
り
け
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 
 
 
 
 

 
) 

②
小
さ
き
も
の
は
み
な
う
つ
く
し
。 

 
 

 
( 

 
 
 
 

 
) 

 

四
、
次
の
文
中
の
自
立
語
は
□
で
囲
み
、
付
属
語
は
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

①
昔
男
あ
り
け
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
小
さ
き
も
の
は
み
な
う
つ
く
し
。 

 
 

 
 

 

五
、
次
の
文
中
で
活
用
す
る
語
（単
語
）
を
す
べ
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

①
昔
男
あ
り
け
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

) 

②
小
さ
き
も
の
は
み
な
う
つ
く
し
。 

 
 

 
( 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

) 

  

☆
ポ
イ
ン
ト 

① 

文
節
の
頭
に
は
必
ず 

自
立
語
語
が
く
る
。 

② 

文
節
は 

一 

つ
の
単
語
（
自
自
立
語
語
）
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

③ 

文
節
の
中
に
付
属
語
が 

な
い 

場
合
も
あ
る
。 

④ 

文
節
の
中
に
付
属
語
が 

複
数
あ
る 

場
合
も
あ
る
。
（
芋
、
乾
き
に
け
り
。） 

⑤ 

自
立
語
に
も
付
属
語
に
も
活
用
す
る
語
・
し
な
い
語
は
あ
る
。 

   

４ 



 

 

P10 

第
三
章 

品
詞 

 
 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

１ 
品
詞
（一
） 

 
 

単
語
を
文
法
上
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
を 

 
 

 
 
 

と
い
う
。 

単
語
を
、
①
自
立
語
か
付
属
語
か
、
②
活
用
す
る
か
し
な
い
か
、
③
文
中
で
の
役
割
は
何
か
（
主
語
・
述
語
・

修
飾
語
・
接
続
語
・
独
立
語
）、
の
基
準
に
よ
っ
て
、
十
種
類(

代
名
詞
を
名
詞
の
一
つ
と
す
る)

の
品
詞
に
分
け

る
。 

                          

 

５ 



 

 

確
認 

一
、 
品
詞
分
類
表
（前
ペ
ー
ジ
・
P11
）を
見
な
が
ら
、
品
詞
の
見
分
け
方
の
手
順
と
な
る
次
の
文
章
の
空
欄
を
適
語

で
埋
め
な
さ
い
。 

 
 

最
初
に
単
語
が
① 

 
 
 
 
 
 

か
、
② 

 
 
 
 
 
 

か
を
判
断
す
る
。 

 
 

↓ 

 

自
立
語
で
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
③ 

 
 
 
 
 
 

が
あ
る
か
な
い
か
判
断
す
る
。 

 
 

↓ 

 

活
用
が
あ
っ
て
、
単
独
で
述
語
に
な
る
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
を
、
④ 

 
 
 
 
 
 

と
よ
ぶ
。 

 
 

④
の
う
ち
、
ウ
段
で
言
い
切
る
も
の
を
⑤ 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
。
ラ
行
変
格
活
用
は
例
外
と
し
て
イ
段
で
言
い
切
る
。 

 
 

④
の
う
ち
、「
し
」
で
言
い
切
る
も
の
を
⑥ 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
。（
例
外
と
し
て
「
じ
」
で
言
い
切
る
も
の
も
あ
る
。） 

 
 

④
の
う
ち
、「
な
り
」「
た
り
」
で
言
い
切
る
も
の
を
⑦ 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

 
 

↓ 

 

活
用
が
な
く
、
単
独
で
主
語
に
な
る
も
の
を
名
詞
と
い
う
が
、
名
詞
は
⑧ 

 
 
 
 
 
 

と
よ
ぶ
。 

 
 

↓ 

 

活
用
が
な
く
、
単
独
で
主
語
に
な
ら
ず
、
文
中
で
体
言
以
外
を
修
飾
す
る
も
の
を
⑨ 
 
 

 

と
い
う
。 

活
用
が
な
く
、
単
独
で
主
語
に
な
ら
ず
、
文
中
で
体
言
を
修
飾
す
る
も
の
を
⑩ 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

活
用
が
な
く
、
単
独
で
主
語
に
な
ら
ず
、
文
中
で
接
続
語
と
な
る
も
の
を
⑪ 
 
 
 
 
 

と
い
う
。 

活
用
が
な
く
、
単
独
で
主
語
に
な
ら
ず
、
文
中
で
独
立
語
と
な
る
も
の
を
⑫ 

 
 
 
 
 

と
い
う
。 

 

↓ 

付
属
語
で
あ
っ
た
場
合
も
、
活
用
が
あ
る
か
な
い
か
を
判
断
す
る
。
付
属
語
で
活
用
が
あ
れ
ば
⑬ 

 
 
 
 
 

、

活
用
が
な
け
れ
ば
⑭ 

 
 

 

と
い
う
。 

 二
、
次
の
傍
線
部
の
単
語
の
品
詞
名
を
答
え
な
さ
い
。 

① 

昔
ａ
男
ｂ
あ
り
ｃ
け
り
。 

 
 
 
 

 
 

(

ａ 
 
 
 
 
 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 

）(

ｃ 
 
 
 
 

 
) 

② 

小
さ
き
も
の
は
ａ
み
な
ｂ
う
つ
く
し
。 

 
(

ａ 
 
 
 
 

 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 

） 

③
ａ
あ
る
い
は
露
落
ち
ｂ
て
花
残
れ
り
。 

 
(

ａ 
 
 
 
 

 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 

） 

④
ａ
あ
な
や
、
雨
ｂ
ぞ
ｃ
い
と
ど

※
ま
す
ま
す

降
る
。 

  
(

ａ 
 
 

 
 
 
)

（
ｂ 

 
 
 
 
 

）(

ｃ 
 
 

 
 

 
) 

⑤ 

と
か
く
言
ひ
け
れ
ど
も
、
ａ
つ
ひ
に
ｂ
静
か
な
ら
ず
。 

 
 

(

ａ 
 
 

 
 
 
) 

（
ｂ 

 
 
 
 
 

） 

   

６ 



 

 

本
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自
立
語 

 
 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

 

１ 

用
言
（一
）―
活
用
の
あ
る
自
立
語
「  

 
 
 

 

」「  
 

 
 

 

」「  
 
 

 
 

 

」 

 

（１
）活
用 

 
 

① 
 

 
 

 
 

 

と
は
、
他
の
語
が
下
に
接
続
し
た
り
、
用
い
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
語
の
形
が
変
化
し

た
り
す
る
こ
と
を
い
う
。
①
を
す
る
語
の
こ
と
を
活
用
語
と
い
う
。 

変
化
し
た
語
形
に
付
け
ら
れ
た
名
称
を
活
用
形
と
い
い
、
② 

 
 

 

形
、
③ 

 
 

 

形
、 

 
 
 
 
 

④ 
 

 
 

 

形
、
⑤ 

 
 

 
 

形
、
⑥ 

 
 

 
 

形
、
⑦ 

 
 

 
 

形
が
あ
る
。
活
用
す
る
と
き
変

化
し
な
い
部
分
を
⑧ 

 
 
 

 
 
 

と
い
い
、
変
化
す
る
部
分
を
⑨ 

 
 
 
 

 
 

と
い
う
。 

 

★
下
に
続
く
主
な
語
に
合
わ
せ
て
、「
咲
く
」
を
活
用
さ
せ
よ
う
。
（
P14
・
P15
） 

          

 

確
認 

一
、
次
の
（ 

）内
の
語
を
下
の
語
に
続
く
よ
う
に
活
用
さ
せ
な
さ
い
。 

① 

（書
く
）ど
も 

 
 

 

②
（言
ふ
）べ
し 

 
 

 

③
（歩
む
）
ず 

 
 

 
 

 
 

  

④ 

（見
る
）。
命
令
調 
 

⑤
（見
る
）ず 

 
 

 
 

⑥
（
す
）時 

 
 

 
 

 

  

⑦ 

（思
ふ
）て 

 
 

 
 

 

⑧
（過
ぐ
）け
り 

 
 

 
 

  

命
令
形 

已
然
形 

連
体
形 

終
止
形 

連
用
形 

未
然
形 

活
用
形 

      

「
咲
く
」 

「
。」
命
令
調 

ど
・
ど
も
・
ば 

体
言
（
こ
と
・
時
・
人
）・
に
・
を
・
ほ
ど 

べ
し
・
と
・
「。
」 

け
り
・
た
り
・
て
・
「、
」・
用
言 

ず
・
む
・
ば 

下
に
続
く
主
な
語 

７ 



 

 

二
、
次
の
傍
線
部
の
語
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。 

①
あ
れ
ど
も 

 
 

 
 

②
来
ず 

 
 

 
 

 
 

③
着
よ
。  

 
 

④
流
る
。  

 
 

 

  

⑥
騒
ぎ
て 

 
 

 
 

 

⑥
過
ぐ
る
日 

 
 

 

⑦
求
め
ず 

 
 

 
 

⑧
立
て
ど 

 
 

 
 

 
 

  

⑨
子
あ
る
人 

 
 

  

⑩
死
ぬ
る
時 

 
 

 

⑪
歌
ひ
て 

 
 

 
 

⑫
あ
ら
ば
、 

                         

８ ８ 



 

 

P16 

用
言 

「動
詞
」  

 
 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

 
動
詞  

…
（  

 
 

）語
で
活
用
が
（  

 
 

）、
単
独
で
述
語
に
な
る
（  

 
 

）の
一
つ
。 

言
い
切
り
の
形
が
「  

 

段
」に
な
る
。
（「あ
り
」な
ど
の
例
外
も
あ
る
。
） 

事
物
の
存
在
・動
作
・作
用
を
表
す
。 

動
詞
は
活
用
の
し
か
た
に
よ
って
、
次
の
九
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

〈動
詞
の
活
用
の
種
類
…
九
種
類
〉  

※
活
用
の
種
類
の
下
に
、
活
用
語
尾
や
そ
の
段
（
母
音
）を
載
せ
た
。 

              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
活
用
語
尾
と
段
（
母
音
）
の
右
の
表
を
暗
記
す
る
！ 

 

☆
九
種
類
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方 

手
順(

１) 

数
の
少
な
い(

④
～
⑨)

は
動
詞
と
活
用
語
尾
を
暗
記
し
、
動
詞
を
見
て
す
ぐ
活
用
の
種
類
を
判
断
す
る
。 

手
順(

２) 

数
の
多
い
も
の(

①
～
③)

は
「ず
」
を
付
け
て
未
然
形
に
活
用
さ
せ
、
そ
の
活
用
語
尾
が
ア
段
か
、
イ
段
か
、

エ
段
か
を
見
て
、
四
段
活
用
か
、
上
二
段
活
用
か
、
下
二
段
活
用
か
を
判
断
す
る
。 

【例
】  

 

行
か
ず 

→ 
 

段 

→
四
段
活
用 

【例
】  

 

起
き
ず 

→ 
 

段 

→
上
二
段
活
用 

【例
】  

 

受
け
ず 

→ 
 

段 

→
下
二
段
活
用 

 
 

手
順(

３) 

活
用
す
る
行
、
活
用
の
種
類
が
間
違
え
や
す
い
も
の
に
注
意
す
る
！ 

 

⑨ 

 

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ 

 

② ① 

 

ラ
行
変
格
活
用 

ナ
行
変
格
活
用 

サ
行
変
格
活
用 

カ
行
変
格
活
用 

下
一
段
活
用 

上
一
段
活
用 

下
二
段
活
用 

上
二
段
活
用 

四
段
活
用 

活
用
の
種
類 

ら 

 

な 

 

せ 

 

こ 

 

ｅ 

  ⅰ
 

  

ｅ 

  ⅰ
 

  

ａ 

 

未
然
形 

り 

 

に 

 

し き 

 

ｅ 

 ⅰ
 

 

ｅ 

 ⅰ
 

 ⅰ
 

 

連
用
形 

り 

 

ぬ す く 

 

ｅ
る 

 ⅰ

る 

 

ｕ 

 

ｕ 

 

ｕ 

 

終
止
形 

る ぬ
る 

す
る 

く
る 

 

ｅ
る 

 ⅰ

る 

 

ｕ
る 

 

ｕ
る 

 
ｕ 

 
連
体
形 

れ ぬ
れ 

す
れ 

く
れ 

 

ｅ
れ 

  ⅰ
れ 

  

ｕ
れ 

  
ｕ
れ 

  
ｅ 

 

已
然
形 

れ ね せ
よ 

こ
・
こ
よ 

 

ｅ
よ 

 ⅰ

よ 

 

ｅ
よ 

 ⅰ

よ 

 

ｅ 

 

命
令
形 

９ 



 

 

《数
の
多
い
動
詞
（正
格
活
用
）
》 

①
四
段
活
用
（
P17
） 

     
 

《注
意
点
》 

➊
ア
・ワ
・ナ
行
は
な
い
。  

➋
「泳
げ
る
」
な
ど
可
能
動
詞
は
文
語
に
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

➌
間
違
え
や
す
い
行 

 
 

 
 

ハ
行 

食
ふ
・笑
ふ
・歌
ふ 

 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
行 

飽 あ

く 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ラ
行 

借か

る
・
足た

る
・
来き

た

る 

②
上
二
段
活
用
（
P23
） 

     

《注
意
点
》  

 

➊
ア
・ワ
行
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

➋
間
違
え
や
す
い
行  

 
 

ヤ
行 

 

老お

ゆ
・
悔く

ゆ
・
報む

く

ゆ 
の
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
行 

 

生 お

ふ
・
恋 こ

ふ
・ 

な
ど 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

マ
行 

 

恨 う
ら

む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ダ
行 

 

怖 お

づ
・閉 と

づ
・恥 は

づ 
 

な
ど 

③
下
二
段
活
用
（
Ｐ21
） 

     

《注
意
点
》  

 

➊
間
違
え
や
す
い
行 

 
 

 

ア
行 

 

得う

・
心
得

こ
こ
ろ
う

・
所
得

と
こ
ろ
う 

 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
行 

 

与
ふ
・仕
ふ
・伝
ふ 

 

な
ど 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
行 

 

覚
ゆ
・聞
こ
ゆ
・見
ゆ
・消
ゆ 

 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ワ
行 

 

植 う

う
・
飢 う

う
・
据 す

う 
 

の
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ザ
行 

 

混 ま

ず
（
交
ず
） 

 

の
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ダ
行 

 

出 い

づ 
 

な
ど 

 
 

 

  

 

行
く 

基
本
形 

  

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

 

起
く 

基
本
形 

  

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

 

受
く 

基
本
形 

  

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

★
語
幹
と
活
用
語
尾
の 

区
別
が
な
い
三
語 

 
 

 
 

得 う

・
経 ふ

・
寝 ぬ 
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《数
の
少
な
い
動
詞
①
…
（正
格
活
用
）
》  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

…
基
本
の
語
を
暗
記
す
る
！ 

④
上
一
段
活
用
（
P22
） 

     

 
 

《注
意
点
》 

➊
基
本
の
九
語
は
語
幹
と
活
用
語
尾
の
区
別
が
な
い
。 

➋
基
本
の
九
語
を
お
さ
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

➌
そ
の
他
の
語
、
複
合
語
も
あ
る
。  
【
例
】 

用 も
ち

ゐ
る
、
顧

か
え
り

み
る 

な
ど 

 

⑤
下
一
段
活
用
（
Ｐ20
） 

     

《注
意
点
》  

 

➊
「
蹴 け

る
」の
一
語
の
み
。
覚
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

➋
語
幹
と
活
用
語
尾
の
区
別
が
な
い
。 

 

確
認 

一
、
次
の
上
一
段
活
用
動
詞
と
下
一
段
活
用
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

         

 

見
る 

基
本
形 

  

語
幹 

  
未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

 

蹴
る 

基
本
形 

  

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

蹴
る 

用
ゐ
る 

射
る 

 

居
る 

着
る 

基
本
形 

     

語
幹 

     

未
然
形 

     

連
用
形 

     

終
止
形 

     

連
体
形 

     

已
然
形 

     

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 
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確
認 

一
、
上
一
段
活
用
動
詞
と
下
一
段
活
用
動
詞
を
す
べ
て
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

上
一
段
活
用 

 

【  
 

 
 

 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

【  
 

 
 

 

】【  
 

 
 

 

】【  
 

 
 

 

】【  
 

 
 

 

】 

下
一
段
活
用 

 
【  

 
 

 
 

】 

 

二
、
次
の
上
一
段
活
用
動
詞
の
、
活
用
の
行
を
答
え
な
さ
い
。 

 

①
見
る 

 
 
 

②
似
る 

 
 

 
③
射
る 

 
 

 
 

④
鋳
る 

 
 

 
 

⑤
居
る 

 
 

 
 

⑥
率
る 

 
 

（  
 

行
）  

 

（  
 

行
）  
（  

 

行
）  

 

（  
 

行
）  

 

（  
 

行
）  

 
 

（  
 

行
）  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 三

、
次
の
動
詞
の
う
ち
、
上
一
段
活
用
動
詞
と
下
一
段
活
用
動
詞
を
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

①
着
る 

 
 

②
歌
ふ 

 
 

③
泣
く 

 
 

④
走
る 

 
 

⑤
煮
る 

 
 

⑥
泳
ぐ 

 

⑦
蹴
る 

 
 

⑧
取
る 

 
 

⑨
足
る 

 
 

⑩
居
る 

 
 

⑪
詠
む 

 
 

⑫
脱
ぐ 

 

⑬
見
ゆ 

 
 

⑭
見
る 

 
 

⑮
打
つ  

 

⑯
射
る 

 
 

 
 

 
 

上
一
段
活
用 

 

【  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

】  

下
一
段
活
用 

 

【  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

】 

 

四
、
次
の
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

                

  

植
う 

 

得 蹴
る 

見
ゆ 

見
る 

報
ゆ 

過
ぐ 

笑
ふ 

打
つ 

基
本
形 

         

語
幹 

         

未
然
形 

         

連
用
形 

         

終
止
形 

         

連
体
形 

         

已
然
形 

         

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

12 



 

 

《数
の
少
な
い
動
詞
②
…
（変
格
活
用
）
》 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

⑥
カ
行
変
格
活
用
（
Ｐ24
） 

     
 

《注
意
点
》 

➊
基
本
の
一
語
は
「
来 く

」の
み
。
覚
え
る
。
語
幹
と
活
用
語
尾
の
区
別
が
な
い
。 

《注
意
点
》 

➋
複
合
語
も
あ
る
。  

 
【例
】 

詣ま
う

で
来
、
参
り
来 

な
ど 

 

⑦
サ
行
変
格
活
用
（
Ｐ25
） 

    

《注
意
点
》 

➊
基
本
の
二
語
は
「す(

為)

」「お
は
す
」。
二
つ
を
覚
え
る
。 

「す
」は
語
幹
と
活
用
語
尾
の
区
別
が
な
い
。 

《注
意
点
》 

➋
複
合
語
も
あ
る
。  

 

【例
】 

心
す
、
死
す
、
愛
す
、
具
す 
な
ど 

 

⑧
ナ
行
変
格
活
用
（
P18
） 

     
 

《注
意
点
》 

➊
基
本
の
二
語
は
「死
ぬ
」「往 い

ぬ
・
去 い

ぬ
」。
二
つ
を
覚
え
る
。 

 

⑨
ラ
行
変
格
活
用
（
Ｐ19
） 

     
 

《注
意
点
》 

➊
基
本
の
四
語
は
「あ
り
」「居 を

り
」「侍 は

べ

り
」「い
ま
そ
か
り
」。
四
つ
を
覚
え
る
。 

  

来 基
本
形 

 

語
幹 

 
未
然
形 

 

連
用
形 

 

終
止
形 

 

連
体
形 

 

已
然
形 

 

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

す 基
本
形 

 

語
幹 

 

未
然
形 

 

連
用
形 

 

終
止
形 

 

連
体
形 

 

已
然
形 

 

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

死
ぬ 

基
本
形 

 

語
幹 

 

未
然
形 

 

連
用
形 

 

終
止
形 

 

連
体
形 

 

已
然
形 

 

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 

あ
り 

基
本
形 

 

語
幹 

 

未
然
形 

 

連
用
形 

 

終
止
形 

 

連
体
形 

 

已
然
形 

 

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 
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確
認 

一
、
数
の
少
な
い
、
覚
え
る
べ
き
動
詞
の
基
本
語
を
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。 

上
一
段
活
用 

 

【  
 

 
 

 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【  

 
 

 
 

】【  
 

 
 

 

】【  
 

 
 

 

】【  
 
 

 
 

】 

下
一
段
活
用 

 
【  

 
 

 
 

】 

カ
行
変
格
活
用
【  

 
 
 

 

】 

サ
行
変
格
活
用
【  

 
 

 
 

】【  
 

 
 

 

】 

ナ
行
変
格
活
用
【  

 
 

 
 

】【  
 

 
 

 

】 

ラ
行
変
格
活
用
【  

 
 

 
 

】【  
 

 
 

 
】【  

 
 

 
 

】【  
 
 

 
 

 
 
 

】 

 

二
、
次
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

               

三
、
次
の
動
詞
の
活
用
の
行
・活
用
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。 

①
蹴
る 

 
 

 
 

②
す 

 
 

 
 

③
煮
る 

 
 

 
 

 

④
あ
り 

 
 

 
 

 

⑤
往
ぬ 

 
 

 

⑥
来 

 

⑦
鳴
く 

 
 

 
 

⑧
下
る 

 
 

 

⑨
寄
す 

 
 

 
 

⑩
居
る 

 
 

 
 

 

⑪
射
る 

 

 
 

⑫
見
る 

 
 

 
 

⑬
見
ゆ 

 
 

 

⑭
死
ぬ 

 
 

 
 

⑮
死
す 

 
 

 
 

 

⑯
い
ま
そ
が
り 

 

居
り 

死
ぬ 

お
は
す 

 

来 蹴
る 

率
る 

 

似
る 

捨
つ 

落
つ 

 

食
ふ 

基
本
形 

          

語
幹 

          

未
然
形 

          

連
用
形 

          

終
止
形 

          

連
体
形 

          
已
然
形 

          

命
令
形 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

行 
 

 
 

活
用 

活
用
の
種
類 
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Ｐ
30
～ 

 

形
容
詞 

 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

 
 

形
容
詞 

 
 

…
（  

 
 

 

語
）で
活
用
が
あ
り
、
単
独
で
（  

 

語
）に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。 

事
物
の
状
態
・様
子
・感
情
を
表
す
。 

言
い
切
り
の
形
が
「  

 

」に
な
る
。
（「い
み
じ
」な
ど
の
例
外
も
あ
る
。
） 

 

《形
容
詞
の
活
用
と
活
用
の
種
類
》 

 
 

 

形
容
詞
は
活
用
の
仕
方
に
よ
って
、
次
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

①
ク
活
用 

 
 

    
 

 
 

②
シ
ク
活
用  

    

《見
分
け
方
》  

「な
る
」を
付
け
て
連
用
形
に
活
用
さ
せ
、
そ
の
活
用
語
尾
が
「く
」か
「
し
く
」か
を
見
て
判
断
す
る
。 

【例
】  

 

高
し 

→
高 

 
 

 
 

な
る
→
ク
活
用 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
し 

→
楽 

 
 

 
 

な
る
→
シ
ク
活
用 

 

確
認 

一
、
次
の
形
容
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。 

①
お
も
し
ろ
し 

 
 

 
 

②
長
し 

 
 

 
 

③
白
し 

 
 

 
 

 

④
嬉
し 

 
 

 
 

 

⑤
美
し 

 

⑥
賢
し 

 
 

 
 

⑦
な
ま
め
か
し 

 
 

 

⑧
い
み
じ 

 

二
、
次
の
傍
線
部
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。 

①
赤
か
ら
ず
。  

 

②
良
き
人
、  

 

③
白
け
れ
ど
も
、  

④
道
細
く
、  

⑤
な
か
り
け
り 

   

高
し 

基
本
形 

 

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

楽
し 

基
本
形 

 

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  
終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 
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Ｐ
32
～ 

 

形
容
動
詞 

 
 

一
年 

 

組 
 

番
・
氏
名 

形
容
動
詞 

 
 

 

…
（  

 
 

 

語
）で
活
用
が
あ
り
、
単
独
で
（  

 

語
）に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。 

事
物
の
状
態
・様
子
・感
情
を
表
す
。 

言
い
切
り
の
形
が
「  

 
 

 

」「  
 

 
 

」に
な
る
。 

 

《形
容
動
詞
の
活
用
と
活
用
の
種
類
》 

形
容
動
詞
は
活
用
の
仕
方
に
よ
って
、
次
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

①
ナ
リ
活
用 

   

②
タ
リ
活
用 

   

確
認 

一
、
次
の
形
容
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。 

①
の
ど
か
な
り 

 
 

 
 

 

②
騒
然
た
り 

 
 

 
 

 
 

③
漫
々
た
り 

 
 

 
 

 
 

④
お
ろ
か
な
り 

 

二
、
次
の
傍
線
部
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。 

 
 

①
の
ど
か
な
れ
ど
も
、  

 
 

 
 

②
漫
々
た
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

③
お
ろ
か
な
ら
ず
。 

  
 

 

形
容
詞
・形
容
動
詞
の
確
認 

一
、
次
の
形
容
詞
・形
容
動
詞
の
終
止
形
を
答
え
な
さ
い
。 

 
 

①
林
の
木
近
け
れ
ば
、
枝
を
拾
ふ
に
や
す
し
、
多
く
集
ま
り
ぬ
。  

  
 

②
昔
、
貴
な
る
男
、
陸
奥
の
国
に
す
ず
ろ
に
行
き
い
た
り
に
け
り
。 

 

二
、
次
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。 

①
林
の
木
近
け
れ
ば
、
枝
を
拾
ふ
に
や
す
し
、
多
く
集
ま
り
ぬ
。  

  
 

②
昔
、
貴
な
る
男
、
陸
奥
の
国
に
す
ず
ろ
に
行
き
い
た
り
に
け
り
。 

静
か
な
り 

基
本
形 

 

語
幹 

  
未
然
形 

  

連
用
形 

  

終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 

堂
々
た
り 

 

基
本
形 

 

語
幹 

  

未
然
形 

  

連
用
形 

  
終
止
形 

  

連
体
形 

  

已
然
形 

  

命
令
形 
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